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「回答未提示」に不満表明

エッセンシャルワーカーとして奮闘する職場の努力に応えよ
日　時 ： 2021年3月25日（木）10時30分～11時15分
場　所 ： 蒲田・日港福会館2階特別会議室
出席者 ： 全日検 ： 杉村執行役員労務部長　　　乾労務次長
　　　　　　日　検 ： 木下常務理事労務部長　　　川端労務次長　　
　　　　　　組　合 ： 労連中執５名（瀬戸・山田・石井・光部・石渡）

本日、10時30分より日港福会館２階特別会議室において第４回労連交渉を開催し、両協会に対して有額回答の提示を求めました。両協会は21年度事業計画等についての最終確認、春闘原資の確保に向けた内部精査が整っていないこと、さらに、中央港湾団交などの進展が見えてこない中で具体的な回答を披歴できないとの考え方を示し、理解を求めてきました。
組合は要求提出以降、1ヶ月以上が経過し、本日の有額回答指定日に具体的な回答構築が示されないことは、コロナ禍の中でも職場を支え最前線で奮闘している組合員の気持ちを逆行する行為であるとともに両協会の春闘解決に向けた努力不足に不満を表明しました。
次回交渉では、有額回答を提示するよう強く求め、交渉を終えました。

１．有額回答提示について（要旨）
（１）全日検

現在、産別協議課題や企業内諸課題を同時並行で労使協議を重ねてきているところであるが、中央港湾団交などの進捗が見えない状況のもと、本日の交渉で有額回答提示はできない。
こうした状況下において企業内課題の解決とともに春闘原資の構築に向けて鋭意検討中であることをご理解していただき、しばらく時間の猶予をいただきたい。

（２）日検
21年度事業計画についての各支部最終集計を3月26日に支部長会議を開催し、これまで精査してきた計画内容等の最終確認をしていくことになる。したがって、本日有額回答指定日ではあることは承知しているが、具体的な回答構築に向けた考え方等は持ち合わせていない。現在、回答構築に向けて様々な角度から鋭意検討を重ねている最中であり、ご理解願いたい。
２．協会説明に対する組合の主張
（１）両協会に対して
・　本日、有額回答指定日に具体的回答が提示されないことに抗議し、不満を表明する。
・　2月18日に要求提出以降、1ヵ月以上が経過し、今日まで4回の交渉を重ねてきた。両協会ともに様々な事情を抱えていることは一定理解できるが、コロナ禍の中、職場の最前線で奮闘している組合員の気持ちを考えるならば、両協会の春闘交渉に対する姿勢は組合員の思いや期待に逆行する行為であり、主体的に解決しようとする努力が見えない。
・　特に中央港湾団交の進捗等が見えてこないとの理由で有額回答の提示が出来ないとするのではなく、両協会の主体性で回答すべきである。

・　いま、検数労連はコロナ感染拡大を懸念して全国オルグは見合わせているが、様々な手段を用いて、職場の声を吸い上げている最中である。職場から聞こえてくる多数の意見としては「エッセンシャルワーカーとしてコロナ感染への不安な気持ちを抱えながら必要不可欠なライフラインを支えている」とした声は日増しに多くなってきていることを強調する。
・　次回交渉では、職場を支えている組合員の声にしっかりと耳を傾け、同時に業務に対するモチベーションを高めるためにも、要求に沿った回答構築に向けて対応するよう強く求める。
以上、次回交渉については、4月5日（月）13時30分に開催していくことを確認し、交渉を終えました。

以上
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